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令和５年度 肝炎等政策研究事業の企画及び評価に関する研究 

研究代表者 松岡 隆介（国立感染症研究所 国際協力室 室長） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 

肝炎等克服政策研究事業（以下、研究事業という）

を適切かつ円滑で効果的に実施することは、厚生労

働省の肝炎対策の推進において必須であり、適切な

研究課題の設定、最適な研究者の選考、公正な研究

費の配分、適切な研究成果の評価等が行われること

が必要不可欠である。本研究は、同研究事業の実施

を通して、適切かつ円滑な実施を支援するため、研

究課題の設定、進捗管理や評価の手法について研究

し、改善に向けた提言を行うことで、研究事業の総

合的推進に資することを目的とする。 
本研究の実施には、研究事業について、①適切な

企画及び評価を行い、事業の効果的実施が可能、②
課題相互の重複を少なくすること等により、研究の
効率的な実施が可能、③PO（Program Officer：以
下、POという）等の研究班会議への出席により、研
究者へのアドバイスによる支援、等の意義があり、
「肝炎研究１０カ年戦略」等を踏まえた行政・国民
ニーズに即した肝炎関連研究の一層の推進に役立
てることで、研究成果に基づいた肝炎に関する施策
への貢献と共に、肝炎等の脅威から国民の健康や生
活を守ることにつながると期待される。 
 

 

Ｂ．研究方法 
 本研究では厚生労働省が肝炎対策等の行政ニー
ズに即した研究事業の適切かつ円滑な実施を支援
するため、適切な研究課題の設定、進捗管理や評価
の手法について検討し、改善に向けた提言を行い、
同研究事業の総合的推進に資する。 
 具体的には、令和５年度に肝炎等克服政策研究事
業により実施された公募研究課題及び指定研究課
題に関して、POが各研究班会議に出席し、研究の進
捗状況の把握、評価委員への情報提供を行い、感染
症研究等の専門家（評価委員）による適切な研究課
題の評価を支援するなど、以下を実施した。 
 
１．研究課題に対する評価及び企画の効率的な実施 

１）新規課題応募者に対してヒアリングを実
施 
２）研究成果発表会の開催 
３）研究評価支援システムの運用 

 
 

２．研究者への支援 
１）研究班会議等への参加（評価委員の助言
を各研究班が適切に取り入れ、研究の推進に
役立てられるよう進捗管理・アドバイス・調
整） 
２）評価委員、POの助言等に基づく研究デザ
インの整理 
３）POとの情報共有を促進するための会議な

どの開催、班会議情報共有システムの運用 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究課題においては、患者等の診療情報や試料、

実験動物を用いることはなく、人を対象とする医学

研究に関する指針に関して特に配慮すべき内容は

含まないが、研究者の個人情報や研究課題内容に関

する情報等を収集することから、その取扱いについ

ては研究者等に不利益を与えないよう十分に配慮

した。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１．研究課題に対する評価及び企画の効率的な実施 
①、② 研究成果発表会及びヒアリングの実施 

中間・事後評価委員会開催前に、全研究班を対象
に、令和６年２月８日に研究成果発表会を実施した。
研究成果発表会は、評価委員によるヒアリング（プ
レゼンテーション＋質疑応答）を実施した。 
同様に、事前評価委員会開催前に、来年度新規課

題の応募者に対してヒアリングを実施し、事前評価
委員が応募課題の内容をより深く理解することを
支援した（令和６年３月１１日）。 
 

② 成果概要のとりまとめ 

中間・事後評価委員会開催前に、各研究班に対し

「研究成果概要」の提出を依頼し、中間・事後評価

委員へ送付し、中間・事後評価委員が研究内容を事

前に理解を深められるよう支援し、一次評価の効率

的な実施に貢献した。また、中間・事後評価委員会

終了前に、「研究成果概要」をとりまとめ、本報告

書の資料とした。また、各研究のポイントを把握で

きるための事業マップを作成した。 

研究要旨 
本研究は、厚生労働省の肝炎対策の推進に必須である肝炎等克服政策研究事業において肝炎等克服政策

研究の推進に資することを目的として、肝炎研究等の専門家が同事業で実施する研究課題の企画、評価を

行うにあたり、肝炎研究に必要な情報収集、調査の実施、研究課題の進捗管理の方法、適切な研究評価を

行うために研究情報の共有や評価の円滑化の検討・改善に関する研究を実施した。 

研究企画調整センター
研究目的の①～③と混同しないよう、１）に変更しました。
①～③は。研究結果と相互関係にあります。
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③ 研究評価支援システムの運用 

これまで開発・運用してきたシステムを積極的に

活用し、評価業務の効率化・適正化を推進するとと

もに、研究事業を円滑に進めるための基盤の検証を

行った。併せて、先行研究の検証結果を元に、シス

テムについて評価入力、集計業務、データ保存等の

機能に係る要件の追加、ならびにセキュリティ強化

の一環として脆弱性診断、およびそれら機能の点検

を行った。また、オンラインでの会議開催を前提と

した、システム改修や、今後のシステム機能向上と

セキュリティ強化のため開発者との意見交換を実

施し、中長期的なシステム改修計画を立てるととも

に、その一部をシステム改修に反映した。 

 
２．研究者への支援 
①、② 研究班会議への参加 

研究班会議にオブザーバーとして研究協力者で

あるPOが出席し、各班の研究内容に関して情報収集

を行うと共に、研究班へのアドバイスも行い、研究

の質の担保や、円滑な実施に貢献した。令和4度は

POを3名とし、研究推進支援体制の強化を行った。

また、班会議出席後に、その概要について PO が作

成した報告書を取りまとめた上で、評価委員へ評価

の参考資料として提供することで、評価委員による

適切な評価を支援した。また、POと各研究班の進捗

状況の把握や支援に関する情報共有を行い、今後の

研究推進の支援について検討を行った。 

③ 班会議情報共有システムの運用 

平成２６年度から開発を始めたインターネット

を利用した「班会議情報共有システム」を積極的に

活用し、当事務局で得た班会議開催情報をこのシ

ステムから、POや厚生労働省担当者に発信するこ

とにより三者間の情報共有の効率化、迅速化を図

ると共に、システムの機能について点検を行い、開

発者との意見交換を実施した。その結果、新型コロ

ナ感染症パンデミック対応における経験を鑑み、

オンライン会議への対応が必要かつ課題となった

ことから、オンラインでの会議開催を前提とした、

システム改修を進めた。さらに、今後のシステム機

能向上とセキュリティ強化のため開発者との意見

交換を実施し、システム改修に反映した。 
 
Ｄ．考察 
 「肝炎対策基本方針(令和4ね3月7日改正)におい

て肝炎の予防および肝炎医療の推進の基本的な方

向性が示されている。これらを研究の側面から効

果的に推進するため、「肝炎研究推進戦略（R4年5
月20日に策定）」が策定された。同戦略で示された

課題解決に資する行政研究および政策膣案の基盤

となる疫学研究の推進が求められており、肝炎等

克服政策研究事業は肝炎対策の基盤となるエビデ

ンスの創出の面で果たす役割は、大きいものと考

えられる。 
 研究事業の推進のためには、課題の適切な設定

と研究者の選定、研究費の効率的・効果的な配分、

研究課題の実施支援と適切な評価、さらにその評

価を踏まえた課題の設定と研究者の選定、という

サイクルを適切に効率的に回していくことが肝要

である。本年度は、先行研究により構築したこのよ

うな手順で実装し、研究の適切かつ円滑な支援を

行った。また、これらの支援方法等や研究評価業務

の一層の改善向けて現状の課題を明らかにし、改

善を加えていくことで着実な研究の企画・評価を

実施できるようことを考えている。更に、今後もI
T等を活用した省力化を検討および効率的なシス

テムの構築を目指していくことを考えている。 
 本事業課題の多くは、特に対策現場におけるベス

トプラクティスの情報共有が重要であり、それらを

基に今後行われる各研究班での検討が、提言にまと

め上げられる過程に注目したいと考えている。 

 
 
Ｅ．結論 
今年度は、肝炎等克服政策研究事業において実

施される研究課題の企画・評価及び研究の実施の

支援を行うと共に、一連の手順について実施を行

った。今後は、運用上の課題を明らかにして、可能

な改善策を検討して行くことを考えている。 
 本研究により、我が国の肝炎関連研究の適切な企

画、評価の基盤が改善され、本事業の研究が一層推

進される一助になることを期待する。 
 
 
Ｆ．健康危機情報 
なし 
 
 
Ｇ．研究発表 
なし 
 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
なし 
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